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1T O P I C S
なえなのさん、三四郎さんご登壇！
～地層処分セミナー in 福岡 開催～
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未来を見据えて地層処分を考える

発行：原子力発電環境整備機構（NUMO）

2025年12月10日から12日の3日間、東京ビッグサイ
トで開催された国内最大級の環境イベント「SDGs 
Week EXPO エコプロ2025」に出展しました。NUMO
としては今回で3回目の出展となります。
今年のコンセプトは「地下探査」。NUMOブース
「GEO-EXPLORER」では、地上から地下深くへと進
んでいく没入感のある展示空間を通じて、地球温暖化
とエネルギーの関係をSDGsの視点からお伝えするとと
もに、地層処分の必要性や安全性について、「触れて・
見て・聞いて」体感しながら学べる内容としました。併せ
て、北海道寿都町・神恵内村、佐賀県玄海町で進めら
れている文献調査の状況を紹介しました。
また、「日本中で考えよう。地層処分のこと。」をメッセー
ジに掲げ、最終処分の問題が特定の地域に限られた課
題ではなく、日本全体で私たち一人ひとりが向き合って
いく課題であることを来場者に呼びかけました。
開催期間中は、小学生の社会科見学からビジネスパー
ソンまで、3日間で4,000名を超える方々にご来場いた

だき、ブースは終日活気にあふれていました。来場者か
らは「原子力について自分でも学び、周りにも伝えてい
きたい」「電気を使う立場として、文献調査を受け入れ
ている地域の方々への感謝とともに、全国で理解が広
がってほしいと思った」といった声も寄せられ、地層処分
について考えるきっかけを提供する貴重な機会となりま
した。

2025年11月23日、福岡市で若い世代を対象にした
セミナー「高レベル放射性廃棄物の地層処分ってなんな
の？～まず、私たちが知ることから始めよう～」を開催し
ました。ゲストには女優・タレントのなえなのさんやお笑い
芸人の三四郎さん、キャスター・コメンテーターの伊藤聡
子さんらを迎え、会場には約200名の方にご来場いた
だきました。約半数は20代以下の若い世代が中心で、
YouTubeの同時配信では200名以上の方 に々視聴い
ただくなど、会場・オンライン双方で盛況となりました。
セミナーの第一部では、5つの疑問をテーマに、NUMO
の山口理事長による解説のもと、なえなのさんと三四郎
さんと来場者が一緒にクイズも交えながら、地層処分に
ついて楽しく学びました。また、なえなのさんが会場内に
隠されたガラス固化体の模型を探すために、ステージを
降りて来場者に手を振りながら来場者席を巡る場面も。
会場内の距離を縮めながら進行しました。
第二部のトークセッションでは「地層処分をより多くの人

にどう伝えていくか」をテーマに議論しました。街頭インタ
ビュー映像で地層処分の認知度の低さを紹介した後、な
えなのさんから「SNSでのショートドラマ制作」や三四郎
の相田さんからは「小中学生の発電所見学」など具体的
なアイデアが提案されました。さらに、佐賀県玄海町の脇
山町長からのメッセージや、早稲田佐賀高等学校の生徒
によるスイス視察映像も紹介し、国内外の取組みを共有
しました。
来場者からは「ゲストきっかけで参加したが、堅苦しい
テーマを楽しく学ぶことができ、参加して本当に良かっ
た」と感想をいただきました。
なえなのさんと三四郎さんの軽快なトークで会場は笑顔
に包まれ、地層処分を楽しく学ぶ特別な一日になりまし
た！ ぜひ当日の様子をアーカイブ動画でご覧ください。

2T O P I C S
「SDGs Week EXPO 2025
エコプロ2025」に出展！

「エコプロ2025総集編動画」で
当日の様子をご紹介

もっと詳しく!
ゼリーを使った模型で
地上と地下での
地震の揺れの違いを体験

文献調査の状況や
寿都町・神恵内村における
調査結果の概要も紹介

NUMOブースには多くの来場者が訪れ、
終始にぎわいを見せていました

解説する山口理事長

セミナーステージ

なえなのさんが
ガラス固化体の模型と背比べ！アーカイブ動画はこちらから！

もっと詳しく!

カリスマ保育士・育児アドバイザーの
てぃ先生と一緒にNUMOブースの
展示や体験コーナーを巡りながら、
地層処分や高レベル放射性廃棄物
について、分かりやすく、楽しく紹介し
ています。マイナビのYouTube番組
「Human-ヒューマン-」で、NUMOと
のタイアップ動画を近日中に公開！

てぃ先生と一緒に"地層処分"を学ぼう！
～SDGs Week EXPO 2025 エコプロ2025 に潜入！～



技術部職員が国内外の専門家と活発に議論
～技術アドバイザリー委員会開催～
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4T O P I C S NUMO 玄海町産業文化祭に初出展！

NUMOブースの様子玄海町産業文化祭の様子

技術アドバイザリー委員会での集合写真

し、地下深くの地層の特性や地表から300m
以上深い場所に作られる処分場のイメージ
を、迫力ある映像や壁面展示で紹介。また、人
工バリアで使用するベントナイトを体験できる
実験コーナーや、地層処分に関するクイズラ
リーも用意しました。
ジオ・ラボ号には約100名、クイズラリーや実
験には約300名の大人や子どもに参加いた
だきました。参加者からは「親子で楽しみなが
ら理解を深めることができた」「地層処分につ

文献調査を実施している佐賀県玄海町にお
住まいの方々に地層処分について理解を深
めていただくため、2025年11月16日、佐
賀県玄海町で開催された「第34回玄海町産
業文化祭」に出展しました。
このお祭りは、1989年から開催されており、
地元企業や町内会などが出展し、地元の名
産品や郷土グルメを楽しめる地域ならではの
魅力あふれるイベントです。
今回、地層処分展示車「ジオ・ラボ号」を設置
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2025年11月18日から20日にかけて、第10
回技術アドバイザリー委員会を開催しました。
技術アドバイザリー委員会とは、国内外の専門
家からなる助言組織です。今回、技術部職員
が最新の地層処分技術開発の成果を発表し、
専門家との議論を通して助言を得ました。
NUMOは今後も海外との技術協力を積極的
に進め、国際的な知見を取り入れながら、安
全性と効率性を両立する技術開発を推進し
ていきます。

私は、地層処分後に、緩衝材の温度が高温となった場合の
方策案を提示しました。議論を通じて、課題認識や取組みの
方向性が他国と共通していることを確認できたのは大きな
成果です。国内外の検討状況を整理し発表に臨み、委員の
方 と々の活発な議論につながりました。特に、検討時の留意
点についての有益な助言を得られたことは、今後の業務に
おいて重要な指針になると感じています。

私は、2006年から2025年まで電力中央研究所との共
同研究で実施した、同研究所の横須賀地区でのボーリン
グ技術実証試験の成果を報告しました。議論では、NUMO
が多様な地質環境に対応する調査技術を整理し、技術ノ
ウハウを蓄積してきた点を評価いただけました。一方で、他
の研究機関の事例についても多数のご質問をいただきま
した。
今後もNUMOの取組みを海外に発表する機会に積極的
に参加し、英語での説明能力を高めていきたいと考えてい
ます。

発表した若手技術部職員２名の感想

技術アドバイザリー委員会

もっと詳しく!

技術部 性能評価技術グループ

永井 翔

技術部 調査技術第二グループ

遠藤 稜尚

いて全国でしっかり考えてほしい」といった、さ
まざまな声をいただくなど、地域の皆さまとコ
ミュニケーションを深められる、貴重な機会と
なりました。
こうした取組みに加え、玄海町に「NUMO玄
海交流センター」を開設しています。地域の皆
さまに文献調査の実施状況について模型や
パネルを用いてきめ細かくご説明しています。
ぜひお気軽にお立ち寄りください。



5T O P I C S カンニング竹山さんが地層処分の先進国・フィンランドへ！
～『竹山家のお茶の間で団らん 第7弾』１月23日・1月30日配信～
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マイナビニュースのX（旧：Twitter）番組『竹
山家のお茶の間で団らん』で、NUMOとのタ
イアップ第7弾を放送しています。（前編：1月
23日～、後編：1月30日～）
今回は、本シリーズ初の海外ロケを実施。番
組のメインＭＣであるタレントのカンニング竹
山さんが、最終処分先進国フィンランドにて、
最終処分地のエウラヨキ町や、実施主体であ
るPosiva社、最終処分場「オンカロ」などを取
材。フィンランドの文化や歴史的背景、最終処

地層処分に触れるきっかけを増やすために

広報部の職員が取り組みを紹介

広報部　メディア広報・企画グループ

広原 圭太郎

F R O N T L I N E

フィンランドでの街頭インタビュー

低中レベルの処分場を取材する様子

「竹山家」のメンバーとゲストの皆さん
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番組はこちら

もっと詳しく!

分地の決定に至るまでのプロセスや課題、今
後の地域ビジョンなど、非常に分かりやすく、
竹山さんならではのユーモアも交えながら紹
介しています。
スタジオでは、「竹山家」メンバーの篠田麻里
子さん、越智ゆらのさんの他に、新沼凛空さ
ん、栗栖あに華さん、宝持沙那さん、松田実桜
さんもゲスト出演しています。様々なクイズも
交え、楽しみながらご覧いただける内容となっ
ています。ぜひご視聴ください。

私はNUMOの広報部で、テレビCM、ラジオ
広告、交通広告など、全国的な広報業務を
担当しています。2025年9月からは「日本
中で考えよう。地層処分のこと。」というメッ
セージを掲げ、全国各地での広報活動を実
施してきました。少しでも多くの方に効果的に
情報を届け、地層処分を自分ごととして考え
ていただけるよう取り組んでいます。
この事業をより多くの方に知っていただきた
いという思いで入構したので、自分が担当し
た広告を誰かが見ている瞬間に出会うと、大
きな達成感があります。テレビや交通機関な
どでNUMOの広告を見かけると、思わず写
真を撮ってしまいます。しかし、広告を届けるだ
けでは十分ではありません。この難しい課題に
対し、広告の反響や反応を踏まえつつ、より分
かりやすく伝わるための工夫を重ねています。

マイナビニュースのX（旧：Twitter）番組『竹
山家のお茶の間で団らん』第7弾が2026年
1月23日と30日に公開されます（トピックス
5参照）。最終処分の先進国であるフィンラン
ドに私も同行し、地層処分場の最新動向や、
立地自治体の取組み、さまざまな方へのイン
タビューなどを現地で撮影しました。こうした
海外のポジティブな情報を楽しく見ていただ
くことで、日本における地層処分のイメージも
変わってくると考えています。番組は前編・後
編に分かれており、楽しみながらご覧いただ
けます。
これからも全国的な広報活動や番組制作を
通じて、皆さまの日常の中に「地層処分に触
れるきっかけ」を増やしていきたいです。それ
が私の目標です。

ご協力いただいたPosiva社の社長、
社員の方々と竹山家の撮影陣
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A

知りたい
！

聞きたい！ ?
あなたのギモンに
お答えします Q ガラス固化体を現在のように

地上保管し続けることに問題はありますか？

ガラス固化体は、原子力発電所で使い終えた燃料をリサイクルした後に
残る高レベル放射性廃液をガラスと混ぜて冷やし固めたものです。非常
に強い放射能を持つため、長期にわたる安全管理が不可欠です。
現在、青森県六ヶ所村の「高レベル放射性廃棄物貯蔵管理センター」で、
冷却のため30～50年間一時的に保管されています。
しかし数万年という長期にわたり、大規模な自然災害や戦争・テロなどの
リスクを避けながら地上で管理し続けることは現実的ではありません。将
来世代に管理の負担を残すことにもつながります。
こうした課題を解決するために、国際的に認められ、日本でも法律で定め
られている方法が「地層処分」です。これは、安定した岩盤の地下深くに
放射性物質を閉じ込め、私たちの生活環境から隔離することで、長期に
わたり高い安全性を確保できる仕組みです。
将来世代に負担を残さないために、科学的知見に基づいた地層処分を
着実に進めていきます。

はい、問題があります。地震や津波、台風などの自然災害に加え、戦争やテロといった人為的なリスクも
存在します。こうした影響を長期にわたり回避し、地上で安全を確保し続けることは現実的に困難です。

地域交流部 玄海交流センター
宮谷 栄一

北海道寿都町・神恵内村、佐賀県玄海町に、
地域との交流の場として交流センターを設け、

NUMO職員が常駐しています。
このコーナーでは、各地で活動する職員が、
その地域ならではの見どころやグルメなどを

ご紹介します。

見つけた！
まちの魅力
見つけた！
まちの魅力

浜野浦の棚田 ライトアップ ～結ぶ繋ぐあかり～

佐賀県玄海町にある「浜野浦の棚田」は、海に向かって幾重にも広がる美しい景観で知られています。秋から
冬にかけてあかりが灯る季節限定のライトアップでは、夕暮れとともに棚田一枚一枚がやさしい光に包まれ、
昼間とはまったく違う幻想的な表情を楽しむことができます。海から聞こえる波音と光が静かに溶け合う風景
は、訪れる人の心をそっと癒やしてくれます。
私自身、ライト設置のボラン
ティアに参加し、地域の方々
と声を掛け合いながら準備を
進めました。ライトアップ初日
には、夕焼けに包まれた棚田
にあかりが灯る瞬間に立ち
会い、その美しさに思わず感
動。今も心に残る忘れられな
い風景です。ライトアップは
2026年2月末まで開催され
ています。ぜひ現地でその美
しさを体感してみてください。

色とりどりの光が棚田に広がり、
夜の景色を幻想的に彩ります

昼間は爽やかな自然美が楽しめる、
玄海町を代表する風景です
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ガラス固化体は
今どれくらい
ありますか

もっと詳しく!地層処分 地上保管

・放射性物質を長期間にわたり
地下深くの安定した岩盤に
閉じ込めることができる
・私たちの生活環境から
隔離することができる

・自然災害や戦争などの影響を
受けるリスクがある
・将来世代に管理の負担を
残すことにつながる


